
数　学ⅠⅠ

－

基本問題－

積　分　法

匝解答は「考え方と解答」97ページ
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次の不定積分を求めよ。

（1）J（－∬2＋3エー2）ゐ

（3）巨（3－∬）ゐ

次の走積分の値を求めよ。

（1）臣－∬2＋2打3）ゐ

（8）J：直2励

（5）主上2一項ゐ

（2）J（∬＋Ⅵ）2ゐ」（エーα）2ゐ

（4）恒－2）（トッ）み

（2）J；（3－∬）（2－∬）ゐ

（4日：．（か1幻＋1）ゐ

次の条件をみたす関数′（∬）を求めよ。

（1）′′（∬）＝2エー3，′（0）＝2　　　　　（2）′′（∬）＝（∬＋1）（エー2），′（0）＝1

次の等式が成り立つように，定数タの値を定めよ。

（1）J：1拍・砂）ゐ＝6　　　（2）工1（叫2－ク励＝0

（8）工．（打1）（クー∬）ゐ＝与

関数拍）＝タ∬2＋曾山rが′（0）＝1，ハ1）＝4，臣（∬）ゐ＝1をみたすとき，定数ク，甘，rの値

を求めよ。

α≒0のとき，次の等式が成り立つことを示せ。

J（α∬＋み）2ゐ＝去（山裾・C（Cは積分定数）

edu
日付印 (姓と名、和暦)
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（1）。，α，β（α＜β）を実数とするとき，J簑（ズーα）（エーβ）ゐ＝一号（α－β）3を証明せよ0

（2）2次方程式一∬2＋2g＋2＝0の解をα，β（α＜β）とするとき，J：（－∬2＋2打2）血を求めよ。

（九州産業大一工）

曲数ッ＝錘）上の点（∬，ツ）紬ける接線の傾きが2エー3であって，Jン（抽＝号をみたす

ような′（∬）を求めよ。

（1）J：（此＋埴＝1，J：（㌦＋埴＝3が同時に成り立つとき，α＝⊂コ，み＝口である0

（2）′卜2）＝0，′（0）＝3，′（2）＝0をみたす3次関数拍）に対してJこ2拍）ゐ＝⊂コとなる0

（1）孟J；（f2－3汁4）ゐ

一一一一一二

（剖孟J；（巨3）（2汁1）ゐ

標準問題
室書

1次関数拍）＝㌦＋古について丑′（溺2血とi臣（抽†2の大小関係を調べよ0

関数拍）＝〟＋古が臣（纏＝1をみたしているとき，定積分J：〔（′（抑－α空の値を最

小にするα，あを求めよ。

拍）＝J；（才一1）（巨3）血に対し，

（1）′（∬）＝0をみたす∬のうち，最小の値は⊂コである。

（2）′（∬）は∬＝［＝コで極小値［＝コをとる。

（3）禦禁書＝⊂＝］である0

禦よiJ：松雪一打3）ゐ＝［コである。

（日本女大）

（共立薬大）

（北海道工大）
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554

555

556

557

558

鞠）＝Jこl∬2－（お・2）∬＋Ⅵ（α＋2）lゐ（－1≦α≦1）とする。

（1）ダ（α）を求めよ。

（2）ダ（α）を最小にするαの値を求めよ。 （大同工大）

αを定数として，顆）＝J；＋1才（汁α）滋とおく。

（1）ダ（∬）の最小値を求めよ。

（2日1）の最小値はαに関係する。この最小値はどんなαに対して最も大きくなるか。（学習院大一経済）

（1）′（0）＝3，′′（∬）＝一触・2J′拍）血をみたす関数葎）は，エ＝［］のとき，最大値⊂コ

（2）関数拍）が等式葎）＝かすこ∬′（f）かJ：′（f）めをみたすとき，

′（∬）＝∬2＋［＝コ∬＋口である。

（中京大）

（名城大一理工）

（1）任意の実数∬に対して，J：′（f）ゐ＝∬3－（お＋恥＋2αあー1が成立するように，正の整数。，古

を定めよ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山学院大十国際）

（2）拍）＝J：2（腑－2）ゐならば，関数拍）は∬＝［］のとき極大となり，極大郎口で

ある0また，∬＝⊂コのとき極小となり，極小値は［＝コである。 （明治学院大一経済）

数直線上の2つの動点Pl，P2は時刻0のときに原点を出発し，時刻才でのそれぞれの速度ひ．（f），

V2（f）が次式で与えられる。ただし，f≧0，0＜α＜2とする。

Vl（f）＝2f2－4αf＋α2，V2（f）＝一才2＋8α才一8α2

（1）PlとP2が原点を出発した後，ふたたび出会うときの時刻を求めよ。

（2）0≦f≦6における2点Pl，P2間の距離の最大値と，そのときの～の値を求めよ。（成城大一経済）

簡怒 �「セミナーノート」第2－9講座113～116ページ 「数学αの完全整理」233～23白ページ． 
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了二千
基本問題莞悪

31．面　　　積

面　　　積

炉解答は「考え方と解答」100ページ
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次の曲線や直線によって囲まれた図形の面積ぶを求めよ。

（1）放物線ッ＝∬2－3∬＋5，直線ッ＝2エー1

（2）2つの放物線ッ＝－∬2＋6．だ－4，ツ＝∬2－4・r＋4

（3）2つの放物線ッ＝－∬2＋4αエー2（α2＋α－2），ツ＝∬2－2こr

（4）放物線ッ＝一缶2＋2，折れ線ッ＝直21

2つの放物線ッ＝∬2とッ2＝∬で囲まれた図形の面積を求めよ。

放物線ッ＝∬2＋3の接線で原点を通る直線を7，m　とする。

（1）接線7，刑の方程式を求めよ。

（2）放物線ッ＝ヱ2＋3と接線Z，桝で囲まれた部分の面積を求めよ。

2つの曲線刑：ツ＝ガ，乃：ツ＝∬2－4g＋8がある。

（1）鱒，乃に共通な接線才の方程式を求めよ。

（2）才と　の，乃で囲まれた部分の面積方を求めよ。

（会津大）

（琉球大）

（城西大一理）

（自治医大）

（大分大一教育）

（明星大一理工）

放物線ッ＝ヱ2＋α（αは正の定数）上の∬＝クの点での接線をT，放物線ッ＝∬2をCとする0

（1）Tの方程式を求めよ。

（2）TとCの共有点の座標を求めよ。

（3）TとCで囲まれた部分の面積は，クのとり方に関係しないことを示せ。 （岡山理大）

ッ≦－∬2＋4拉1＋12，ツ≧0が表す領域かの面積をぶとする。上）において2直線∬＝αと∬＝－αの

間にある部分の面積が喜ぶとなるαの値を求めよ0ただし，α＞0とする0　　（関西大一経済）
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565

566

567

568

569

2つの放物線ッ＝3∬2一触＋5……①，ツ＝2．だ2＋α∬＋∂……⑧　と，点（1，4）において放物線①に

接する直線才がある。

（1）Zの方程式を求めよ。

（2）Zが点（1，4）において放物線⑨に接するようにα，あを定めよ。

（3）放物線①とJおよびッ軸で囲まれた図形の面積をぶ1とし，放物線⑨とgおよびッ軸で囲まれた

図形の面積を52とする。51とぶ2の比を求めよ。　　　　　　　　　　　　　（東北大一文系）

2次方程式∬2－αズ＋ろ＝0の実数解をα，β（α＜β）とする。放物線ッ＝∬2－α∬＋古とェ軸で囲ま

れる部分の面積をぶとするとき，

（2）ぶ＝号であるとき，αとろの関係式を求めよ。次に，この。とろの関係を平面上に図示せよ。

（早大一人間科学）

琵標準問題
次の不等式を同時にみたす領域の面積ぶを求めよ。

（1）ッ≧∬2，ツ≦3∬＋4，ツ≦－3∬＋10

（2）∬2＋ツ2－2dy≦0，2g2≦qy（α＞0）

－　－　－　－　　　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　－　　　　－

（愛知医大）

（滋賀大一教育）

曲射＝雲上の点A（Aの摘標は正とする）における接線を′とし，Zと用の交点をP（＝）

とする。

（1）原点とPとの距離が，Aから∬軸までの距離に等しいとき，才の値とAの座標を求めよ。

（2）このとき，曲射＝宕柏よび蛸で囲まれた図形の面積を求めよ。（新潟大一点・緋）

放物線C‥ツ＝かα（め与）上の点P（い2＋α）から直削：ツ＝∬紬ろした垂線の足をQとす

る。

（1）線分PQの長さを最小にする才の値f。を求めよ。

（2）f＝んのとき，C g，PQとッ軸で囲まれる部分の面積を求めよ。 （東京商船大）

点（0，1）を通る傾き桝の直線と曲線ッ＝∬2で囲まれる図形の面積ぶを桝で表せ。さらに，桝が

変わるとき，ぶの最小値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（城西大一薬）
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31．面　　　積

平面上の点（∬，ツ）について，∬＝Sinβcosβ，ツ＝COSβ－Sinβ（亜0≦β≦900）の関係がある。

（1）∬のとりうる値の範囲を求めよ。

（2）ッのとりうる値の範囲を求めよ。

（3）点（∬，ツ）の集合を図示し，次にこれと∬軌　ッ軸で囲まれた図形の面積を求めよ。

（早大一社会科学）

才が0≦f≦2の範囲を動くとき，∬≧0の範囲で，放物線ッ＝∬2－才2と∬軸，および直線∬＝0，

g＝2で囲まれる部分の面積をぶ（f）とする。

（1）ぶ（f）を求めよ。

（2）ぶ（f）考最小にする才の値と，馳）の最小値を求めよ。 （鹿児島大一教育）

直線ッ＝エー1上の点P（ち才一1）から放物線ッ＝∬2にひいた2本の接線の接点をA，Bとすると

き，

（1）線分ABの中点の座榛をfで表せ。

（2）放物線と2本の接線で囲まれる部分の面積を才で表せ。

（8）点Pが直線ッ＝エー1上を動くとき，（2）で求めた面積を最小にするfの値を求めよ。

（九州産業大－エ）

放物線ッ＝∬2上の点A（い2）紬ける接線時行で，点（与1）を通る直線が放物線と交わる点

をB，Cとする。Aが放物線上を動くとき，

（1）△ABCの面積を51とするとき，ぶ．の最小値と，そのときの才の値を求めよ。

（2）直線BCと放物線ッ＝∬2で因まれた部分の面積を52とするとき，ぶ1と52の比を求めよ。

（西南学院大）

2次関数拍）がすべての実数∬に対してJ；′（f）ゐ＝（ヱンー1冊＋（1－わーα）をみたしている。

ただし，αは定数とする。

（1）′（ェ）を求めよ。

（2）ッ＝′（∬）とヱ軸で囲まれる部分の面積をαを用いて表し，面積が最小になるときのαの値を求

めよ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弘前大）

圃怒 �「セミナーノート」第30，31講座117～124ページ 「数学αの完全整理」239～242ページ 
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